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グレージュ

ラベンダー

ネイビー

クリーム

ソフトオレンジペールサックス

マゼンダ

チャコールグレー

ブルーグレー

ピンクベージュオフベージュ

オフベージュやピンクベージュなど明る
いベージュ系が目立った。
パステル系のクリームやシックなチャ
コールグレーが見られた。

●

●

●

●

●

ペールサックス、ソフトオレンジ、ラベン
ダーなどパステルカラーが増加した。
グレージュやブルーグレーなどシックな
カラーが目立った。
華やかなマゼンダやネイビーが見られた。

●

●

●

●

全体的にシャツブラ
ウスは減少傾向。
ボウタイデザインが
継続して人気。ボウ
タイの幅や長さはバ
リエーションが広い。
クラシカルなイメー
ジの合繊プリントが
見られた。
プルオーバーはシン
プルで部分的にデ
ザインポイントがあ
るタイプが主流。

●

●

●

●

●

●

ポケット付き、ボタ
ンアクセントなどを
施したアウター感
覚のカーディガンが
増加。
配色切替え、編地
切替えが見られた。
ゆったりしたニット
ケープやホールガー
メントが見られた。
前端や衿ぐりにパー
ルを付けたフェミニ
ンニットが目立った。
オフハイネックやボ
トルネックが多数見
られた。
ネップ入りのカジュ
アルニット、イラスト
風の柄を施したジャ
カードニットが見ら
れた。

UNTITLED

UNTITLED

REFLCT

REFLCT

THEORY

THEORY MAGGY

アニマル柄プリント
スカーフタイブラウス

カットジャカード
ボウタイブラウス

肩ヨークギャザー
プルオーバーブラウス

ネップ入りニット

ホールガーメント

編地切替えフリンジニット

クルーネックプルオーバー
リブニットカーディガン

ボトルネックプルオーバー

配色/ドルマンスリーブVネックカーディガンクルーネックカーディガン

メタルボタン
ポケット付き

パールボタン
リブアクセント

イラスト柄ニット

後ろボタンアクセント
フレアブラウス

チェーン柄プリント
ボウタイブラウス

THEORY LUXE

INDIVI

組曲

自由区

自由区自由区

自由区

SALON CHIC

LOUNIE LOUNIE

オフハイネック

パールアクセント

メタルボタン
ニットケープ
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ブルー

ライトブラウン

ラベンダー

ブラックブラウン

インディゴ

オフホワイト

モカブラウン

グレージュ

オフホワイトが増加した。
グレージュやモカブラウンなど落ち着き
のあるカラーが広がった。
深みのあるインディゴが見られた。

ブラウン系のバリエーションが広がった。
ソフトなラベンダーやブルーなど寒色系
が目立った。

●
●

●  

●        
●

●

●

●

●

●

ウォーム感のあるオ
フホワイトのワイド
ストレートパンツが
増加した。
カットレングスは継
続して展開が多く見
られた。
トラディショナルな
先染めチェック柄パ
ンツが見られた。
全体的にストレート
やワイドが多い中、
ブーツインで着用で
きるデニムのスリム
パンツが登場。
きれいめのカーゴパ
ンツが見られた。

●

●

●

●

●

スウェードやレザー
を模したエコ素材
が拡大した。
セミフレア～フレア
シルエットが中心。
モノトーン配色の
抽象柄プリントが
見られた。
梳毛ウールを使用
したピンストライプ
のシンプルなス
カートが見られた。
量 感のあるティ
アードギャザース
カートが見られた。

UNTITLED

ICB

REFLCT

TOMORROWLAND

BLANC VERT

エコスウェード
タイトスカート

エコレザー
セミフレアスカート

オフホワイト
ワイドストレート

サイドボタン
センタープレス
ワイドストレート

カットレングス
センタープレス
ワイドストレート

先染めチェック
ストレート

デニムパンツ
スリム

裾ゴム
カーゴパンツ

ティアード
ギャザースカート

抽象柄プリント
アコーディオンプリーツ

8枚接ぎ
フレアスカート

梳毛ウール
ピンストライプ
セミフレアスカート

INDIVI

INDIVI

INDIVI

LOUNIE

UNTITLED

LOUNIE

LOUNIE
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● ドレスアップスタイル ●トピックス：1

トピックス：2

今シーズンは、久しぶり
にクリスマスや年末年
始のオケージョン対応
のスタイル提案が見ら
れた。
全体的にライトトーン
のシックなカラー使い
が多く、一部で華やかな
ストロングカラーのドレ
スが見られた。

パディングアウターの
バリエーションが広
がった。
キルトステッチが入った
タイプが目立つが、一部
でステッチなしのコート
が見られた。
ステッチデザインはダイ
ヤ柄または横段が主流。
袖のみ異素材使いや取
り外し可能なボアライ
ナーを付けたデザイン
が見られた。

● パディングアウター ●

●

●

●

●

●

●
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●

●

●

ウォーム感のある
ウインターホワイ
トが目立った。
アウター、セット
アップ、ニット、ボト
ムスと幅広いアイ
テムで展開されて
いた。
明るいカラーの
ニットインナーと
のコーディネトが
見られた。

ひざ上丈のスカー
トが登場。
スタイリング提案
は、ミドル丈のコー
トをコーディネー
トしたモノトーンス
タイルが目立った。
エレガンス、カジュ
アルともに、ロング
ブーツとのコー
ディネートが見ら
れた。

ソフトな質感のエ
コレザーを使用し
たスカートが見ら
れた。
パンチングレザー
のほどよい透け感
は、軽さを演出して
いた。
デザインはフレア
やギャザーなど量
感のあるシルエッ
トでミディ～ロン
グ丈。

●

●

●

●

●

●

● ウインターホワイト ●

● ミニスカート ●

トピックス：3

トピックス：4 ● エコレザースカート ●トピックス：5


